





























産生能をELISA法で検討した結果、 RC-2，RGB，14T， OCUU -1.2，5にIL・6産生冗進を認めた。 4T.OCUじ4は
いずれの濃度においても産生高進を認めなかった。 T~Fα 添加によるIL-6mRNA発現をNorthern blot 



















めた。 41'，OCCC-4はいずれの濃度においても産牛.冗進を認めなかった。 T:-JFα添加によるIL-6rn Rl¥' A発
現をKorthernblot a.n凡lysおで・検討した結果、 l~;LlS々法と阿織の傾向が見られた。
【結論】腎細胞癌においてT¥"Fα は、 p55TNF receplorを介して直践的、メ!iIL-6産生冗進を誘導する
ことにより間接的に、細胞増殖に働く可能性が示唆されたc
この業績は腎細胞婦の病態生哩の解明に省与するものであり、博j_;(医学)の学位を授勺ーす‘るに1向する
と判定された。
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